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シビアアクシデント解析コード SAMPSON を用いて 2011 年に発生した福島第一発電所 1 号機から 3号機の

過酷事故解析を行い、廃炉作業を行うために重要な炉内状況について検討を進めている。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の廃止措置に向け、炉内状況やデブリ分散状況等を解析によって把握する国のプ

ロジェクトが進められている。本報告では、炉心に切り株状の燃料が残存した可能性を検討するために、

炉心の領域分割を変更した解析の結果とその評価について紹介する。 

2. 解析モデル 

2,3号機の炉心分割を図１に示す。従来、炉心の燃料集合体は径方向にできるだけ同数の 4領域に分割し、

燃料棒は高さ方向に 10 分割していた。最外周の燃料集合体の燃料棒はシュラウドへの輻射伝熱により形状

を維持して最後まで残る可能性がある。そのため、切り株状燃料評価では炉心最外周の燃料集合体を対象

とした一つの層を最外領域に設定して事故進展を解析した。コード上の制約により領域の数は 4 のままと

した。最外領域の燃料集合体には 2 面がシュラウドに面するものと 1 面だけがシュラウドに面するものが

ある。輻射計算のベースケースとしてはこれらを平均した形

態係数を用い、1 面あるいは 2 面を模擬した形態係数を用いた

ケースを感度解析として実施した。 

3. 結果 

各号機とも炉心から下部プレナムへの段階的なデブリ落下

を考慮したシナリオで計算を実施した。このシナリオと BSAF

条件に基づく消防車注水により 2 号機の強制減圧後の RPV 圧

力と PCV 圧力をある程度再現することができた。平均した形

態係数を用いた 2 号機と 3 号機のベースケースでは、水の存

在するシュラウドへの輻射伝熱により最外周とその内側の燃

料は切り株状を維持する結果となった。一方、1 号機について

はこれまでの感度解析、PCV 圧力等の実測データの分析から

事故後 1 週間以上、デブリ冷却に有効な量の注水はできてい

なかったと推定している。このため最外周の燃料棒温度も上

昇し、切り株状燃料は残らない解析結果となった。1 面あるい

は 2 面を模擬した形態係数を用いた感度解析は現在実施中で

あり、この結果も含めて報告する予定である。なお、本研究

は経済産業省「廃炉・汚染水対策事業費補助金」の一部とし

て実施した。 
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(b)切り株状燃料評価
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図１ 2,3号機の炉心分割
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